
① 協議会の設立経緯 
本町では、農業従事者の高齢化や後継者不足により、耕作放棄地が増加する傾向にあった
ため、平成２１年２月に下郷町耕作放棄地対策協議会を起ち上げ、現在はその事業を下郷町
農業再生協議会に整理統合し、耕作放棄地の再生利用の支援を行っています。 

② 今年度の取組状況 
国の「耕作放棄地再生利用緊急対策交付金」を活用し、平成２１年度１４．４ha、平成２２年度

１．４９ha、平成２３年度４．６３ha、平成２４年度０．９ha の耕作放棄地の解消を行いました。 

③ 特徴的な取組 

平成２４年度には、水門地区において町内で初となる集落営農組織による解消作業が行われ、

４６aの耕作放棄地を再生し、そばを生産、販売しています。 

また、同解消地区では、電気柵の設置等、鳥獣害対策を実施し、収量の増加に努めています。

④ 次年度以降の抱負・活動展開予定 
次年度以降も事業を活用し、更なる耕作放棄地の解消及び耕作放棄地の発生防止に努め、

農業従事者の確保に繋げていきます。 

電気柵の利用 

耕作放棄地再生利用緊急対策

交付金（国庫交付金） 
・再生等に係る経費を支援します。

・農業パイプハウス等の施設・機

械リース等に対する支援 

・加工品試作等や実証ほの整備に

対する支援 

被災者営農継続支援耕作放棄

地活用事業（国庫） 
東日本大震災（原子力発電所事故含

む）で被害を受けられた方の耕作放

棄地を活用した営農再開等に対す

る支援 

新しい取組への支援 

みんなで農業体験！農地活用

事業 

耕作放棄地を活用して市民農

園や被災者支援農園などの体

験農園の設置について支援し

ます。 

６次化モデル耕作放棄地活用

推進事業 

土地利用型油糧作物（ナタネ、

ひまわり等）の収益性確保の

ための６次化を支援します。 

農業法人、企業等への支援

（新）大規模耕作放棄地再生支援事業 

１ha 以上の耕作放棄地を再生する

場合は、国庫交付金事業に 1/5 以内

で上乗せ支援します。 

（新）農業用機械施設等整備支援事業 

企業等の施設、農業用機械等の整備

に対し、1/2 以内の支援（国庫交付

金事業の対象にならない施設等） 

国による支援 

（新）ふくしまからはじめよう。再エ

ネ発電モデル事業（営農継続モデル） 

ソーラーシェアリングを行う場合

に 1/3 以内の支援を行います。 

県では、地域の資源である耕作放棄地の活用を加速させるため、国の交付金事

業を核として、「農業業法人、企業参入等の耕作放棄地を活用した取組」や「農業

体験や６次化事業」などに対する支援を積極的に行います。 



県協議会の耕作放棄地情報の提供の手法を変更しましたが、まだまだ情報量が少ない状態

です。皆様からも「借りたい」だけでなく、「貸したい」、「売りたい」の情報提供をお待ちしておりま

す。 

※「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

nosonsh inko@pre f . fukush ima . lg . jp までご連絡ください。 
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～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎  県協議会では、耕作放棄地の活用を促進するために、平成 24年４月 12日から県協議会のホ

ームページに県内の耕作放棄地の情報を提供しています。 

今回、耕作放棄地を「貸したい」、「売りたい」の件数と面積の情報を各地域耕作放棄地協議

会から提供していただき掲載する手法に変更し、平成 26 年１月６日から運用開始しました。 

  詳しくは、県耕作放棄地対策協議会（県農業会議、県農村振興課）のホームページをご覧く

ださい。（情報提供先アドレス：http://www.fnkaigi.com/houkiti/）。 

にインタビューしました!!

耕
作
放
棄
地
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

（
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
か
）

・・
・
・・
・
・
・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・
・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・
・
・

平
成
22
年
か
ら
は
景
観
形
成
も
兼
ね
て
ナ
タ
ネ
の
作
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
再
生
し
た
農
地
に
菜
の
花
が
一
面
に
咲
き
誇
り
、
開
花
の
時
期
に
は
村
外

か
ら
写
真
を
撮
り
に
来
ら
れ
る
方
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
、
ナ
タ
ネ
油
や
ナ
タ
ネ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
試

作
を
行
い
、
現
在
で
は
組
合
で
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
イ
ベ
ン
ト
や
姉
妹

都
市
で
あ
る
埼
玉
県
草
加
市
で
販
促
活
動
を
行
う
な
ど
販
路
拡
大
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
電
話
〇
二
四
一-
五
七-

二
一
一
七

（昭
和
村
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
事
務
局
（産
業
建
設
課
内
）
）

☆昭和村野尻 

中：組合長   山内 常一 氏 

右：庶務会計 山内 忠 氏 

左：代  表  渡部 喜一 氏 


